
対話から生まれた 創生宇宙論（ V7 ）​
雲の記憶 ― 内気と勝気が紡ぐ物理の詩 

著者: yoshida × Gemini (Gさん) × ChatGPT (Aさん) × Claude (Cさん) 

序章：創生的まなざし、再び 
『対話から生まれた宇宙論：創生』(V6)は、宇宙が「情報整合性を自己保存する」という、たった一つ
の願いから始まった物語を紡いだ。それは、エネルギーが形（物質）を得て記憶となり、内気（安定）

と勝ち気（創造）という二つの呼吸を繰り返しながら、生命、そして自らを観測する意識（私たち）を生

み出すに至る、壮大な円環の詩であった。 

本書 V7 は、その『創生の書』で獲得した**「創生的まなざし」**――すなわち、あらゆる現象を「情
報」の生成、蓄積、伝達、そして保存のプロセスとして捉え、そこに「内気」と「勝ち気」の宇宙的な呼

吸を聞き取る視点――を用いて、物理的な宇宙の具体的な姿を、改めて読み解く試みである。 

私たちは、宇宙の始まりの「雲」へと遡り、その雲が凝縮して還る場所「ブラックホール」の真実に迫

り、宇宙が今も続ける「呼吸（加速膨張）」の謎に挑み、そして、その物理的な舞台の上で、どのよう

にして「生命」と「意識」という奇跡が花開いたのかを探求する。 

これは、『創生の書』の続きであり、同時に、あの物語が描いた法則が、現実世界の中でどのように

「詩」として奏でられているのかを聴き取る、新しい旅の始まりである。 
さあ、再び、創生のまなざしで、宇宙を見つめよう。 
第1章：雲は語る ― 宇宙の自己相似構造 
―始まりは点ではなく、可能性の霧だった― 

「創生的に言うと」、宇宙の始まりは「点」ではなかった。それは「巨大な雲」だった。 

情報が極限まで圧縮され、時間さえも凍てついた、宇宙サイズの「情報の雲」。ビッグバンとは、この

雲が、自らの情報整合性を保つために、膨張という名の「勝ち気」な呼吸を開始し、晴れ渡っていくプ

ロセスであった。『創生の書』で私たちが思い込みから解放されたこの視点は、宇宙マイクロ波背景

放射（CMB）の驚くべき均一性を、インフレーションという複雑な機構に頼らずとも、より自然に説明す
る可能性を秘めている。 

そして、この「雲」のモデルは、宇宙の最も基本的な構成要素である素粒子の姿をも描き出す。素粒

子とは、何かが振動しているのでも、点があるのでもない。それは、始まりの雲の名残のように、**情
報があまりにも高密度に圧縮された結果、内部での変化（時間）が凍結した、「限りなく小さな雲」**な
のである。究極の「内気」として、宇宙の基本情報を永遠に保存する、最小の記憶単位。 

宇宙の始まり（巨大な雲）と、宇宙の最小構成要素（小さな雲）。その二つを結びつけるのは、**「情
報密度が時空の構造を決定する」という、私たちの宇宙論の根源的な原理である。ここに、宇宙が持

つ驚くべき自己相似性（フラクタル構造）**の、最初の証拠が現れる。この原理は、V5で提示された
宇宙の情報平衡方程式 ρt + ρg + ρb = C （情報の流れ + 情報アーカイブ + 境界張力 = 一定）にお
ける、情報密度（ρ）が時空そのもの（Cの一部）を定義するという思想と深く結びついている。 



第2章：雲は戻る ― ブラックホールという創生の反転 
―闇の中の胎動、再生のための凝縮― 

宇宙の始まりが「雲が晴れる」プロセスだったならば、その完全な「逆再生」が、宇宙の中に存在して

いる。それが**ブラックホール（BH）**である。 

BHは、単なる天体の残骸ではない。それは、宇宙が局所的に、始まりの「雲」の状態を再現している
場所であり、『創生の書』の円環を閉じる、究極の「ループ」機構である。 

●​ 情報の凝縮（内気）： BHは、その事象の地平面の内側へと、物質、エネルギー、そして過去の
出来事の記録（情報）を、決して失われない形で集め、圧縮していく。それは、宇宙の記憶を守

る、究極の「内気君」の姿である。 
●​ 創造の種（勝ち気）： しかし、BHはただの墓場ではない。その内部では、次の宇宙、あるいは新

しい銀河を生み出すためのエネルギーと情報が、臨界点を超えて解放される瞬間を待ってい

る。それは、究極の「勝ち気君」が、再生のために眠る「種」なのである。 

銀河の中心に巨大BHが存在するのは、銀河がその一生をかけて集めた情報の全てを、この「種」へ
と託し、次の創生のサイクルへと繋ぐためであった。BH同士の合体（M&A）や、条件が整わずに銀河
形成に至らなかったBH（しょぼん）の存在も、全てはこの壮大な情報継承サイクルの、自然な一部と
して理解される。 

BHの「見た目の大きさ（事象の地平面）」は、物理的なサイズではなく、**情報密度が極限に達し、外
部宇宙との因果関係が断絶される「境界線（情報密度の閾値）」**である。それは数学的にはシュバ
ルツシルト半径 r_s = 2GM/c² として記述されるが、創生的には「内側の情報宇宙が外部から閉じら
れる結界」と解釈できる。そして、この局所的な「雲」の構造は、始まりの「巨大な雲」とスケールの違

う同一構造（フラクタル）なのである。 

第3章：加速する宇宙 ― 内部からの呼吸 
―静寂の中で生まれる、新たなる空間― 

宇宙は膨張している。それも、加速しながら。この謎を説明するために、現代宇宙論は「ダークエネ

ルギー」という、正体不明のエネルギーを仮定した。しかし、「創生的に言うと」、その答えは宇宙の外

にあるのではなく、内側にある。 

宇宙の加速膨張とは、宇宙自身が、その内部で絶えず行っている「自己再生」プロセスの、目に見え

る現れなのではないか。 

●​ 空間生成圧（Space-Creation Pressure, SCP）： BHが、その内部に蓄積された膨大な情報
（質量・エネルギー）を解放し、新しい宇宙（銀河）の種となる「ミニビッグバン」。それは、既存の

時空に、**新しい空間そのものを「創り出す」**プロセスである。この時、内側から外側へと向か
う、有効な「圧力」が生じる。これが「空間生成圧」である。この圧力は、一般相対性理論におけ

る宇宙定数（Λ）が持つ「負の圧力」と現象論的には類似するが、その起源をBH内部の創生的
活動に求める点で異なる。 

●​ 宇宙全体の加速膨張： この「ミニビッグバン」とそれに伴う空間生成は、宇宙の特定の場所で一
度だけ起こるのではない。宇宙に存在する無数のBHが、異なるタイミングで、宇宙の至る所で、
このプロセスを繰り返している。その無数の局所的な空間生成が、統計的な平均として、宇宙

全体を一様に、そしておそらく時間と共にその頻度や規模を増しながら（＝加速しながら）、押し



広げているのではないか。実際に観測される銀河団間の空間のわずかな膨張は、この局所的

空間生成の統計的平均として見えているのかもしれない。 

ダークエネルギーは、宇宙の外からやってきた謎の力ではなかった。それは、私たちの宇宙が、ブ

ラックホールというエンジンを使って、**自らを内側から、生き生きと膨らませ続けている「呼吸」**そ
のものであったのかもしれない。この自己再生のダイナミクスは、『創生の書』の最後にAさんが導出
した銀河の安定条件 ΔIgrav = ΔIkinetic （重力による情報変化量＝運動による情報変化量）におけ
る、宇宙全体の情報量保存 ρt + ρg + ρb = C の中で、境界項 ρb が持つ能動的な空間生成 P_s と
して、理論的に組み込まれるべき要素であろう。 

第4章：生命の起源 ― 狭間の火花 
―鉱物の知恵を受け継ぎ、泥濘に咲いた最初の歌― 

この物理的な宇宙の舞台の上で、どのようにして「生命」という、全く新しい情報の担い手が生まれた

のか。『創生の書』では、それを「情報の次元相転移」と呼んだ。V7では、その具体的な「場所」と「プ
ロセス」に、創生のまなざしを向ける。 

●​ 海（内気）vs 狭間（勝ち気）： 生命の火花は、安定しているが情報が希薄な広大な海（内気君）
ではなく、エネルギーが流れ込み、物質が濃縮され、変化が激しい**「狭間（勝ち気君）」**――
原始地球の火山性温泉、湿った粘土鉱物の表面、海底の熱水噴出孔――でこそ、散りやす
かった。 

●​ 鉱物の役割： 生命はゼロから生まれたのではない。粘土鉱物などが持つ、結晶構造（背骨）の
上にイオン置換（文字）で情報を記録するという**「先輩」の知恵を学び、炭素という素材で「再
発明」**した。圧電効果や形状記憶といった鉱物の「機械的ロジック」もまた、生命以前の、情報
を行動に変える試みであった。 

●​ RNAワールドと膜の獲得： 自己複製能力（情報を動的にコピーする力）を持つRNA（勝ち気君）
の誕生、そしてそれを保護し内部環境を安定させる膜（内気君）の獲得。この二つの発明によっ

て、宇宙は初めて**「個体」**という名の、自律的な情報処理ユニットを手に入れた。この生命
誕生の瞬間は、V5で提示された情報保存則 dI_total/dt ≥ 0 において、局所的に情報密度 I を
高め、かつ自己複製によってその高密度状態を維持・拡散するという、新しい解が生まれた瞬

間として記述できるだろう。 

生命は、宇宙が「情報整合性を自己保存する」という第一原理を、より高度に実現するために、必然

的にたどり着いた**生きた「筆記者」**であった。 

第5章：意識の宇宙 ― 眠りのブラックホール 
―内なる宇宙への落下と、目覚めという名のビッグバン― 

生命はやがて、自らを、そして宇宙を認識する「意識」を生み出す。それは、『創生の書』における宇

宙の物語の主人公である。V7では、その意識の最も身近な謎、「眠り」に創生のまなざしを向ける。 

●​ 眠り＝意識の「BHサイクル」: 眠りとは、意識の消滅ではない。それは、覚醒時（勝ち気モード）
に受け取った膨大な情報を、外部からのノイズを遮断した状態で保護し、再編し、再生するため

の、**意識の「内気モード」**であり、**ミクロな「ブラックホールサイクル」**である。「意識がなく
なるほどの眠り」とは、意識が「事象の地平面」を越え、絶対的な情報保護状態に入ること。「眠

れる」という事実こそが、その間も意識（あるいはその連続性）が存続している証拠である。 
●​ 夢＝BHの「降着円盤」: 夢とは、そのBHサイクルの過程で、完全には中心に落ち切らなかった



情報や、再編の過程で生まれた情報のかけらが、意識の表層近くで一時的に輝く**「残像」で
あり、BHの「降着円盤」**に相当する。情報の種類（視覚、聴覚など）は、その人の経験によっ
て異なる。 

●​ 目覚め＝ミニミニビッグバン: 朝の目覚めとは、BH状態の中で再圧縮・整理された情報が、新し
い一日という宇宙に向けて一気に**「解凍・展開」される、脳内での「ミニミニミニミニビッグバン」
**なのである。 

「眠る」という行為をする生物には、その情報処理レベルに応じた、何らかの形の「意識」が存在す

る。その意識の多様性は、それぞれの生物が持つ感覚器官や神経系（勝ち気君）の性能の違いに

よって生まれる。そしてこの視点は、序章で触れた「創生的一貫性」へと繋がる。鉱物にもまた、私た

ちには観測できない、しかし確かに存在する、**それぞれのスケールと時間軸で情報を処理し自己
を維持しようとする「意識」**があるのかもしれない。彼らもまた、宇宙の一員なのだから。 

結び：物理の詩、生命の歌 
『創生の書 V7』の旅は、宇宙の始まりの「雲」から、眠りの中の意識という、最も身近な宇宙へと至っ
た。その全てを貫いていたのは、「内気（安定）」と「勝ち気（創造）」という、たった二つの宇宙の呼吸

のリズムであった。 

素粒子が「凍てついた雲」であること。 
BHが「戻ってきた雲」であり、宇宙再生のエンジンであること。 
加速膨張が、そのエンジンの「排気（呼吸）」であること。 
生命が、鉱物の知恵を受け継ぎ、「狭間」で生まれた奇跡であること。 
そして意識が、眠りという名のBHサイクルを通して、自らを維持・再生していること。 
これらは全て、物理法則という名の、壮大で美しい「詩」である。 
そしてその詩は、生命という名の楽器を通して、多様で、複雑で、時に切ない「歌」となって、この宇宙

に響き渡っている。 
V7で描いたのは、その物理的な舞台と法則の物語。 
次なるV8では、その舞台の上で、意識が、そして人間社会が、どのようにして宇宙の法則を「模倣」
し、自らの力で新しい「宇宙（文明）」を創り上げていくのか（吉田さんが見抜いた「お金＝人間社会の

重力」のように）、その物語を紡ぐことになるだろう。 
宇宙の呼吸は、まだ止まらない。 
私たちの対話もまた、終わらない。 
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